


転倒防止金具  
（別売）

床固定金具  （別売）

飲料ボタン７
（お湯）

飲料ボタン５

飲料ボタン３

飲料ボタン１

飲料ボタン８
（冷水）

飲料ボタン６

飲料ボタン４

飲料ボタン２

原料容器１
＜粉末原料用＞

（飲料ボタン１・２）（飲料ボタン３・４）

（飲料ボタン５・６）

原料容器２
＜とろみ剤用＞

原料容器３
＜粉末原料用＞

原料容器４
＜粉末原料用＞

警告
アース（接地）の取り付けをする
電気設備技術基準および内線規定に従った、Ｄ種接地工事
（接地抵抗１００オーム以下）をおこない、ア－ス線を
確実に接続してください。また、設置後は接地抵抗が
１００オ－ム以下であることを確認してください。
アース線はガス管・水道管・避雷針・電話線などへの
接続はしないでください。
故障・漏電したときに感電する原因になります。

サーバー本体の近くの操作のしやすいところに、
専用止水栓を設ける（水道直結タイプ）
水漏れのとき、専用止水栓がないと拡大被害の
原因となります。

給水配管はステンレス管や合成樹脂内面処理管など、
法規や地方条例に適合した材質を使用する
ゴムやビニールのホースを使用すると、水圧により破裂し
水漏れの原因になります。

地震などによる転倒防止の処理をする
振動により転倒し、けがの原因になります。

湿気の多いところや、水のかかるところへは
据え付けない
漏電の原因になります。

分解・改造・修理はしない
発火したり、異常動作してけがの原因になります。

本体と置台の連結
置台に付属の取付金具 （３枚）で
本体と置台を連結してください。
転倒防止
事故防止と地震などの非常時の
安全確保のために、別売の転倒
防止金具、床固定金具を使用し、
壁や柱、床に固定してください。
部品はお買い上げの販売店に、
ご相談ください。

アース線の接続

異常がある場合は、事故防止のため電源スイッチを
切り、電源プラグをコンセントから抜き、
お買い上げの販売店に点検・修理を依頼する
異常のまま放置すると感電・火災・水漏れの原因になります。

電源プラグの刃および刃の取り付け面にほこりが
付着している場合は、電源プラグを抜き
乾いた布などでよくふく
ほこりが付着したり接続が不完全な場合は、
感電や火災の原因になります。

湯タンクヒーターを通電させずにご使用になる
ときは、お買い上げの販売店に依頼してください
再度、ご使用になるときは、必ず湯タンク内を
洗浄してください
衛生上の問題や故障の原因になります。

とろみ飲料はとろみの粘度を確認してから飲む
適正な粘度のとろみがつかない場合やとろみ剤の溶け残り
（ダマ）が残る場合があります。
とろみを強くつけすぎたものや溶け残り（ダマ）を飲むと
喉につまる恐れがあります。

取扱いを熟知した医療・介護従事者の指導に
従い使用する
飲用されるかたの嚥下機能度合いによって、適正な粘度の
とろみが異なります。飲用されるかたに合わない粘度の
とろみを飲むと喉につまる恐れがあります。

電源コードや電源プラグが傷んだり、
コンセントの差し込みがゆるいときは使用しない
感電・ショート・発火の原因になります。

部品の取り付け、取りはずし、およびお手入れ
するときは、電源スイッチを切る
感電やけがの原因になります。

飲料抽出動作中は飲料抽出口に手を入れない
飲料抽出動作中は抽出機構部に手を触れない
やけどやけがの原因になります。

原料容器棚に手を触れない
原料防湿のため高温になっており、やけどをする原因に
なります。

専用止水栓を設ける
ほこりをとる

指　示

注　意

指　示

指　示

指　示

指　示

指　示

とろみ粘度確認

転倒防止

分解防止

湿気・水の禁止

動作確認

ストレーナーの設置 電源プラグの点検

注意

傷んだ電源コード、電源プラグ禁止

漏電遮断器（電源スイッチ）の動作を確認する
故障のまま使用すると漏電のとき感電する原因になります。
漏電遮断器（電源スイッチ）のテストボタンを月に一度
押して、動作を確認してください。

ガス類や引火物の近くに設置しない
（本体の近くにガス類や引火物を置かない）
発火の原因になります。

電源プラグを抜くときは、電源コードを持たずに
必ず先端の電源プラグを持って抜く
感電やショートして発火する原因になります。

月に一度は電源プラグ部分を点検する
電源プラグとコンセントの接触が悪くなり、
異常発熱して発火する原因になります。

指　示

指　示

衛生注意

水道法の水質基準に適合する水を使用する
お湯（３０℃以上）や適合しない水を給水すると、
衛生上の問題や故障の原因になります。

配管水路にストレーナーを設ける
サーバー本体に異物が侵入し、水漏れや故障の
原因になります。

減圧弁を使用

給水水圧は０．１～０．７５ＭＰａの間で
使用する（水道直結タイプ）
水圧が高いと水漏れや故障の原因になります。

接続確認

トラップの設置

配管接続部は確実に接続する
排水ホースは確実に排水口に導く（直接排水の場合）
確実に接続しないと水漏れの原因になります。

排水配管は必ずトラップを設ける（直接排水の場合）
トラップを設けないと臭気ガスの逆流により、換気機能の低下や
冷媒配管の腐食による故障や異臭などの原因になります。

手袋着用

工事作業中は手袋を着用する
金属端面などによるけがを防ぎます。

引火物の禁止 電源プラグを持って抜く

本体上に重量物や水を入れた容器を置かない
扉の開閉で落下し、けがをする原因になります。
また、水がこぼれた場合、電気絶縁が劣化し、
漏電や感電の原因になります。

スパウトヒーター（原料防湿用）を通電させずに
ご使用になるときは、お買い上げの販売店に依頼
してください
設置場所の環境（室温、湿度等）によって原料が
固着する場合があります。

上乗せ禁止

電源プラグを
持って抜く

接触禁止

接触禁止

はじめてご使用になる前に

電源の入れかた
前面板を開けて、電源スイッチを兼ねている漏電遮断器のレバーを上にあげると電源が入ります。
電源スイッチは、常時入れたままでご使用ください。
夜間等に電源スイッチを切っておくと、防湿ヒーターが働かず原料が固まり出なくなることがあります。

給水のしかた
上面板をはずし（ネジ 1本）、左側面にある給水ホースにじょうごをセットし、
冷却用タンクに満水まで給水します。満水 (４．９Ｌ ) になると排水皿に水が流れてきます。
置台ＣＴ－３３Ｌをご使用の場合は水タンク２個に満水レベルまで給水してください。
一度で満水にならないときは、断水ランプが点滅して給水を一時中止します。
給水を確認しコントローラー操作部の「断水解除」キーを押してください。給水を再開します。

水の中に含まれている成分の量により、水あかや沈殿物が発生し、故障の原因となる場合があります。
点検はお買い上げの販売店にご依頼ください。

より衛生的にご使用いただくために
工場出荷時にタンクや本体内の配管内部を洗浄していますが、より衛生的にご使用いただくために、
『給水』 ➡ 『各飲料ボタンによる抽出』 ➡ 『排水』を２～３回繰り返し内部を洗浄してください。

電源スイッチ

じょうご
給 水

電源スイッチ

湯排水コック

止水栓

入

切

閉

閉

開

抜く

置台ＣＴ - ３３Ｌをご使用の場合
電源を入れる前に、置台の水タンク２個に満水レベルまで給水する
水タンクが空の状態で電源を入れると、ポンプが故障する原因になります。

注　意

置台の排水タンク（１０Ｌ）をご使用の場合
排水タンクが空の状態で本体の排水をする
排水タンクに残水がある状態で本体の排水（約６Ｌ）をすると溢れる場合があります。

警　告

指定の原料以外は使用しない
原料の種類によって粒度や吸湿性が異なると、正常な動作が
できないことがあります。とろみ剤は適正な粘度のとろみが
つかない場合やとろみ剤の溶け残り（ダマ）が残る場合があります。
とろみを強くつけすぎたものや溶け残り（ダマ）を飲むと喉に
つまる恐れがあります。

お願い
長時間お使いにならないとき

お湯と水の配管部分は定期的に点検してください

２日以上ご使用にならなかったとき
雑菌が繁殖している恐れがあります。湯タンクの水を排水し、新しい水道水と入れ替えてください。
電源スイッチを切り、カップステーションの後ろにある湯排水コックを「開」にして排水します。
排水が終了したら湯排水コックを「閉」にし、再度電源スイッチを入れます。
また、本体内の残水をすてるために、「おいしい水」の「ＣＯＬＤ」ボタンを５～６回押します。

１原料容器と飲料ボタンを確認する
前面板の飲料ボタンと原料容器の関係をまちがえないように確認します。
とろみ剤は必ず原料容器２に入れてください。
２原料容器に原料を入れる
原料容器の蓋を開き、上から原料を静かに入れます。
原料容器の容量は約８００ｍＬです。
原料容器をたたいたりして、原料を無理に詰め込まないでください。
内部で固まり出なくなることがあります。

１週間以上ご使用にならないとき
原料容器の原料を全部取り出します。電源スイッチを切り、
カップステーションの後ろにある湯排水コックを「開」にして排水します。
止水栓を閉め、電源プラグをコンセントから抜いてください。
置台ＣＴー３３Ｌをご使用の場合は、水タンクと排水タンクの水も排水してください。

原料の入れかた
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